
▼『
干
支
の
酉
羽
を
広
げ
て
飛

ん
で
ゆ
く
新
た
な
年
の
戌
を
迎

え
る
』。某
市
広
報
今
年
二
月
の

短
歌
欄
の
入
選
歌
で
す
が
、

「
酉
」
は
干
支
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。十
二
支
の
一
つ
で
す
。「
干

支
の
酉
」
と
い
ふ
國
語
は
な
い

の
で
す
。近
年
十
二
支
を
干
支

と
す
る
報
道
が
年
末
年
始
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
、
大
手
新
聞
を
始
め
各
種

マ
ス
コ
ミ
等
で
為
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
還
暦
を「
六
十
歳
」と
の

報
道
も
同
様
で
、
多
く
の
國
民

も
さ
う
思
つ
て
ゐ
る
や
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。▼
干
支
と
は

「
十
干
」
と
「
十
二
支
一
の
組
み

合
せ
で
、
六
十
通
り
あ
り
ま
す

が
、
還
暦
は
数
へ
で
六
十
一
で

す
。十
二
支
は
「
子
丑
寅
卯
辰

巳
午
未
申
酉
戌
亥
」で
す
。十
干

は「
木
火
土
金
水
」の
五
行
を
そ

れ
ぞ
れ「
兄
、
弟
」に
分
け
、「
木

の
兄
」「
木
の
弟
」
の
如
く
し
、

こ
れ
を
一
字
で
「
木
の
兄
」
は

「
甲
」、「
木
の
弟
」は「
乙
」の
や

う
に
表
し
ま
す
。順
に
並
べ
る

と「
甲
乙
丙
丁
戊
己
庚
辛
壬
癸
」

の
十
通
り
で
す
。▼
十
干
の

「
干
」と
十
二
支
の「
支
」で「
干

支
」
で
す
。「
え
と
」
若
し
く
は

「
カ
ン
シ
」
と
読
み
ま
す
。十
干

十
二
支
そ
れ
ぞ
れ
に
訓
音
両
読

み
が
あ
り
ま
す
。「
甲
子
園
」
は

「
き
の
え
ね
・
カ
ウ
シ
」
の
年
、

大
正
十
三
年
の
建
設
で
す
。▼

干
支
は
年
月
日
の
順
序
を
表
す

の
に
も
用
ゐ
ま
す
。昭
和
三
十

三
年
生
の
方
々
が
今
年
の
還
暦

で
、干
支
は
戊
戌（
つ
ち
の
え
い

ぬ
・
ボ
ジ
ュ
ツ
）で
す
。暦
が
生

年
と
同
じ
年
の
暦
に
還
る
の
で

還
暦
と
い
ひ
ま
す
。昭
和
三
十

三
年
が「
戊
戌
」に
還
つ
て
き
た

の
で
す
。▼
戦
後
國
民
の
年
齢

管
理
が
満
年
齢
一
辺
倒
に
な

り
、
六
十
干
支
と
満
六
十
歳
を

混
同
し
た
の
が
誤
り
の
始
め
で

せ
う
。 
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昨
年
は
中
止
し
た
党
大
会
が
、

本
年
は
十
一
月
十
七
日
東
京
に
て

開
催
さ
れ
る
。
昨
年
は
各
地
の
組

織
状
況
を
勘
案
し
て
各
地
方
本

部
・
準
備
会
毎
の
懇
談
会
を
党
大

会
に
代
替
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、

こ
の
一
年
間
、
組
織
再
生
の
動
き

は
緩
慢
な
が
ら
も
少
し
づ
つ
前
進

し
て
ゐ
る
と
言
へ
よ
う
か
。

　

結
党
二
十
三
年
目
の
本
年
は
、

来
年
の
参
議
院
選
挙
へ
む
け
て
の

意
志
統
一
の
年
で
あ
り
、
そ
の
結

果
と
し
て
の
十
一
月
の
党
大
会
で

あ
る
。

　

結
党
以
来
、
平

成
十
年
・
十
三
年
・

十
六
年
・
十
九
年

と
確
認
団
体
と
し

て
参
議
院
選
挙
に

挑
戦
し
続
け
て

（
比
例
代
表
二
名
・

選
挙
区
八
名
の
計

十
名
を
毎
回
擁

立
）
五
度
目
の
平

成
二
十
二
年
、
選

挙
公
示
二
ヶ
月
前

に
突
然
資
金
計
画

に
狂
ひ
が
生
じ
、

結
果
的
に
全
面
的
に
不
出
馬
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
た
の
で
あ

る
が
、そ
れ
か
ら
平
成
二
十
五
年
・

二
十
八
年
と
比
例
代
表
に
挑
戦
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
こ
の

三
回
の
比
例
代
表
不
出
馬
は
組
織

全
体
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ヂ
を
与

へ
る
こ
と
と
な
り
、
今
日
に
至
つ

て
ゐ
る
。
わ
が
維
新
政
党
・
新
風

は
政
党
活
動
を
企
図
し
、
四
年
弱

の
準
備
期
間
の
様
々
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
平
成
七
年
十
二
月
九
日

に
結
党
さ
れ
た
。
政
党
活
動
は
、

選
挙
戦
と
日
常
活
動
の
相
互
作
用

に
よ
る
党
勢
拡
大
を
前
提
と
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
社
会
及
び
議
会

に
お
け
る
政
治
勢
力
と
し
て
の
認

知
の
確
立
を
図
り
、
政
治
的
・
社

会
的
影
響
力
拡
大
へ
向
つ
て
邁
進

す
る
組
織
運
動
体
で
あ
る
が
、
わ

が
党
は
戦
後
体
制
の
打
破
を
党
是

と
し
、
現
体
制
下
に
お
け
る
少
数

派
・
異
端
派
と
し
て
の
基
本
性
格

を
有
し
て
の
結
党
で
あ
つ
た
こ
と

が
明
確
に
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

結
党
後
初
の
参
議
院
選
挙
（
平

成
十
年
）
の
結
果
を
見
て
、
失
望

又
は
無
力
感
に
と
ら
は
れ
て
離
党

し
た
人
達
が
少
か
ら
ず
居
た
。
そ

れ
ら
の
人
達
は
、
自
民
党
周
辺
の

保
守
系
無
所
属
候
補
者
の
選
挙
戦

を
イ
メ
ー
ヂ
し
て
ゐ
た
ら
し
く
、

当
時
、
保
守
系
国
民
運
動
界
か
ら

の
期
待
を
集
め
、
保
守
系
新
党
と

し
て
華
々
し
く
登
場
し
た
青
年
自

由
党
に
多
く
は
移
籍
し
た
も
の
で

あ
つ
た
。
し
か
し
、
彼
の
党
は
保

守
系
著
名
人
を
多
く
擁
し
、
わ
が

党
か
ら
す
れ
ば
莫
大
な
資
金
を
有

し
な
が
ら
も
二
回
の
参
議
院
選
挙

で
跡
形
も
な
く
消
え
去
つ
た
の
で

あ
る
。
保
守
系
国
民
運
動
の
域
を

出
る
こ
と
も
な
く
、
政
党
運
動
と

し
て
の
思
想
的
中
途
半
端
さ
の
故

で
あ
ら
う
が
、
以
後
、
同
様
な
新

党
の
出
現
と
消
滅
が
何
度
と
な
く

繰
り
返
さ
れ
な
が
ら
二
十
年
余
が

経
過
し
、
結
果
的
に
は
わ
が
維
新

政
党
・
新
風
の
み
が
残
存
し
て
ゐ

る
の
が
現
実
で
あ
る
。

国
政
選
挙
に
お
け
る
潮
流
が
先
決

　

結
党
時
か
ら
今
日
ま
で
党
内
部

に
お
い
て
も
外
部
か
ら
も
繰
り
返

し
提
案
さ
れ
る
方
策
に
、
地
方
選

で
実
力
を
蓄
へ
て
か
ら
国
政
選
に

挑
戦
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
当
面

当
選
の
可
能
性
の
な
い
参
議
院
選

挙
へ
の
出
馬
の
消
耗
戦
は
避
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
方
針

策
が
あ
る
。

　

一
見
俗
耳
に
入
り
や
す
い
意
見

で
あ
る
が
、
わ
が
党
は
戦
後
体
制

打
破
と
い
ふ
言
は
ば
反
体
制
の
政

治
勢
力
で
あ
り
、
現
在
の
選
挙
戦

で
さ
う
簡
単
に
当
選
す
る
な
ど
と

考
へ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

戦
後
体
制
打
破
を
堂
々
と
毅
然

と
掲
げ
つ
つ
、
当
面
は
政
治
勢
力

と
し
て
の
存
在
感
を
高
め
つ
つ
政

治
潮
流
の
一
角
に
確
固
た
る
橋
頭

堡
を
構
築
す
る
こ
と
が
選
挙
戦
略

な
の
で
あ
る
。

　

地
方
選
挙
に
特
化
す
る
方
策
は

そ
の
様
な
戦
略
か
ら
脇
道
に
そ
れ

て
、
若
干
の
軌
道
修
正
に
よ
つ
て

当
選
の
可
能
性
が
大
な
る
が
故
に
、

従
前
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
全
国

に
多
く
存
在
す
る
保
守
系
地
方
議

員
と
同
等
の
存
在
に
堕
し
て
し
ま

ふ
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

わ
が
党
が
当
初
の
予
定
よ
り
も

参
議
院
選
挙
に
お
け
る
得
票
の
伸

張
が
大
幅
に
遅
れ
な
が
ら
も
着
実

に
前
進
し
、
平
成
十
九
年
で
四
度

目
の
出
馬
に
至
る
中
で
、
地
方
議

員
の
わ
が
党
へ
の
参
画
は
二
十
名

程
と
な
つ
て
を
り
、
そ
れ
は
国
政

選
に
お
け
る
新
た
な
動
向
を
見
計

ら
つ
て
の
こ
と
で
あ
つ
た
（
結
党

以
来
、
国
政
選
挙
と
地
方
選
挙
と

の
同
時
並
行
が
基
本
方
針
で
も
あ

つ
た
）。

　

国
政
選
挙
に
お
け
る
潮
流
の
背

景
な
し
で
地
方
選
挙
に
の
み
特
化

し
た
結
果
は
、
往
々
に
し
て
個
人

選
挙
と
な
り
、
当
選
し
て
地
方
議

員
現
職
と
い
ふ
立
場
に
な
る
と
現

職
維
持
へ
と
目
標
が
変
化
す
る
の

も
世
の
常
で
あ
り
、
多
く
の
例
を

見
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

従
つ
て
、
維
新
政
党
・
新
風
は

来
年
の
参
議
院
選
挙
を
長
期
的
な

持
続
力
を
組
織
力
へ
と
転
化
す
る

契
機
と
し
て
改
め
て
位
置
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
三
回
、
九
年
間
の
空
白
は
組
織

力
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
ゐ
る
こ

と
も
事
実
で
あ
り
、
過
去
四
回
の

出
馬
に
比
し
て
か
な
り
の
困
難
を

伴
ふ
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
し
て
、
こ
の
九
年

間
に
ネ
ッ
ト
空
間
の
拡
大
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
戦

術
を
中
心
と
し
た
政
治
運
動
・
国

民
運
動
の
存
在
も
顕
著
と
な
つ
て

ゐ
る
情
況
も
見
据
ゑ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ら
う
。

御
代
替
り
初
の

国
政
選
挙
の
重
要
性

　

来
年
四
月
末
で
今
上
天
皇
陛
下

は
御
譲
位
な
さ
れ
、
五
月
か
ら
現

皇
太
子
殿
下
が
新
天
皇
に
即
位
な

さ
れ
て
御
代
替
り
が
行
は
れ
る
。

今
後
の
皇
位
継
承
に
お
い
て
も
容

易
な
ら
ざ
る
事
態
も
想
定
さ
れ
、

皇
統
護
持
の
方
策
も
問
は
れ
る
こ

と
と
な
る
。

　

国
際
情
勢
は
、
北
朝
鮮
・
中
共

を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
情
勢
及
び
、

欧
州
・
中
東
・
露
国
と
米
国
と
の

不
透
明
か
つ
不
安
定
な
情
勢
が
わ

が
国
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

ゐ
る
。
誤
魔
化
し
の
改
憲
論
で
戦

後
体
制
を
固
定
化
し
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
に
搦
め
捕
ら
れ
た
安
倍
自

民
党
政
権
は
主
権
国
家
た
り
得
ず
、

今
後
翻
弄
さ
れ
続
け
る
こ
と
で
あ

ら
う
。

　

内
政
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少

社
会
の
中
で
、
労
働
力
を
め
ぐ
る

外
国
人
労
働
者
や
移
民
問
題
も
喫

緊
の
政
治
課
題
で
あ
り
、
地
方
共

同
体
社
会
の
衰
退
傾
向
の
中
で
経

済
格
差
や
社
会
保
障
問
題
等
、

様
々
な
社
会
問
題
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
を
り
、
総
合
的
な
国
家

構
想
が
伝
統
に
則
し
て
論
議
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
機
で
あ
る
。

　

来
年
の
参
議
院
選
挙
は
、
そ
の

様
な
難
局
の
中
で
御
代
替
り
初
の

国
政
選
挙
で
あ
り
、
わ
が
党
は
再

び
戦
後
体
制
打
破
の
選
択
肢
を
国

民
に
強
く
提
示
し
直
し
、
政
治
勢

力
と
し
て
の
認
知
度
向
上
に
よ
つ

て
組
織
再
生
を
成
し
遂
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
来
る
党
大
会
に
お

い
て
全
党
の
意
志
統
一
を
図
ら
う

で
は
な
い
か
。

平成三十年平成三十年

※

第
一
・
二
部
参
加
費
二
千
円
、第
三
部
ま
で
参
加
の
場
合
は
一
万
円

※

出
席
申
込
ハ
ガ
キ
は
新
風
十
月
号
に
同
封
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風 
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会
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成
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党
大
会

維
新
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新
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平
成
三
十
年
党
大
会

党大会に結集しよう党大会に結集しよう

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
四
―
五
―
一
〇

☎
〇
三
―
五
七
七
五
―
一
一
四
五

Ｊ
Ｒ
総
武・中
央
線
、都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線「
代
々
木
」駅
西
口
よ
り
徒
歩
八
分

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
「
北
参
道
」
駅
三
番
出
口
よ
り
徒
歩
一
分

議
決
権
は
代
議
員
の
み

党
員
党
友
後
援
会
員
も
傍
聴
参
加
で
き
ま
す

■ 

第
一
部
　全
国
代
議
員
総
会 （
正
午
開
会
）

党
外
者
を
含
め
て
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

■ 

第
二
部
　新
風
躍
進
の
集
ひ （
午
後
二
時
三
十
分
）

党
外
者
を
含
め
て
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

■ 

第
三
部
　懇
親
会 （
午
後
五
時
）

平
成
三
十
年 

十
一
月
十
七
日（
土
）

於
・ 

代
々
木
会
議
室 （
日
本
文
化
興
隆
財
団
内
）
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